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対
象
地
区
次
メ

i
歳
以
上
グ
皆
さ
ん

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
ご
希
望
の
皆
さ
ん

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
お
出
か
け
く
た
き
い
α

宮
⑫
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0
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7
8

し
て
し
く
こ
と
カ
て
き
る
カ
る
と
グ

お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
も
で
き
ま
す
の
で
、
大
勢
の
ご

家
族
の
お
出
か
け
を
お
待
ち
し
て
い
ま

長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

告
(⑪
8
5
1
7
・宮
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0
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9
8

市
民
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
赤
十
字
事

業
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
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すばらしい天気に恵まれた 5月23日、市営陸上競技場で「第 8回上小地区心身障害者体育大会」が聞かれました。

選手の皆さんは、 100m走、車いす50m走、アーチェ リーなどに日ごろの練習の成果を力いっぱい発揮していました.
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品
安
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本
法
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と
こ
ろ
」
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・
東
京
弁
護
士
会

さ
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木
村
晋
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市民の動き

( 5月1日現在)

( +359) 

( +260) 

(+ 99) 

(十479)

113，502人

55，214人

女 58，288人

世衛数 34，623世帯

( )内は前月比です。

総人口

男
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動き出した農地の有効利用一-

子供たちを水の事故から守ろう-

「海の家」をご利用ください・・

商工相談をご利用ください・・・・・・・・・・ー・

市民シンポジウムにご参加くだきい・-ー

あなたの国民年金・・

おくやみー・

環境保設月間特集一

主な内容
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安心できる農地の貸し借り

動き出した農地の有効利用

「農
地
を
だ
れ
か
に
貸
し
た
い
が
、

返
還
に
つ
い
て
不
安
で
踏
み
切
れ
合
い
」

「
も
っ

と
耕
作
面
積
を
広
げ
た
い
が
、

農
地
を
貸
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
」

こ
ん
な
農
地
の
貸
し
借
り
の
問
題
は
、

農
業
委
員
・
農
協
営
農
指
導
員
(
農
地

流
動
化
推
進
委
員
)
に
ご
相
談
く
だ
さ

市
で
は
、
同
推
進
委
員
に
よ

っ
て
掘

り
起
こ
さ
れ
た
農
地
に
対
し
市
と
農
業

委
員
会
が
仲
介
し
て
、
安
心
し
て
農
地

の
貸
し
借
り
が
で
き
る
利
用
権
設
定
等

促
進
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

三
年
以
上
の
利
用
権
(
賃
貸
借
)
を
設

定
し
た
貸
し
手
農
家
(
地
主
)
に
対
し

て
、
農
地
流
動
化
奨
励
金
(
三

1
五
年

十
ア
ー
ル
当
た
り

一
万
円、

六
年
以
上

十
ア
ー
ル
当
た
り
二
万
円
)
を
交
付
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
借
り
手
農
家
も

契
約
期
間
内
は
安
心
し
て
そ
の
農
地
の

活
用
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
貸

し
手
、
借
り
手
双
方
で
同
意
が
あ
れ
ば
、

さ
ら
に
延
長
し
て
利
用
権
設
定
が
で
き

ま
す
。

こ
れ
ら
の
農
用
地
高
度
利
用
促
進
事

業
に
よ
っ
て
、
中
核
農
家
へ
農
地
を
集

積
し
て
農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
、
地

域
農
業
の
生
産
力
を
高
め
ま
す
。
農
地

の
貸
し
借
り
の
問
題
は
推
進
委
員
に
相

談
し
て
、
こ
の
制
度
を
有
効
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

す
。歯

ぐ
き
の
病
気
の
原
因

市
内
の
事
業
所
数

三
年
間
で
七
・
四
%
増

昭
和
五
十
六
年
七
月
一
日
現
在
で
、

各
事
業
所
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
実
施

し
ま
し
た
事
業
所
統
計
調
査
は
、
こ
の

ほ
ど
県
段
階
の
独
自
集
計
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
特
に
上
田
市
関
係
分
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
す
。

こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
上
田
市
内
で

一率

一
%ι

一

門
川

H
-

a
咽
含

数

一糊

一
ト151 

ム 7.726 24 。3 3 業

16.1 3，769 4，377 1l. 9 614 687 業善n.

i'iJt 

9.0 

173 16 16 

19，170 20，899 3.6 1，127 1，168 業
、I.C
1旦

た
ち
を

は
、
昭
和
五
十
三
年
と
五
十
六
年
の
対

比
は
事
業
所
数
に
お
い
て
七
・
四
%、

従
業
者
数
に
お
い
て
八
・

六
%
の
伸
び

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
に
従
事
さ
れ
た
統
計
調
査

員
の
皆
様
、
及
び
各
事
業
所
の
皆
様
の

ご
協
力
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

3.4 15，219 15，737 7.1 3，024 3，240 

27.7 ''A 
--A 
--A ，
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10.6 
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業

運輸・通信業

取.ガス ・
主道 ・熱供給業

サービス業

産

13.4 

言十 8.6 

16.1 

6，8761 6，4011 7.4151，804[47，691 

ただし、民営のみ掲載し、増加率は少数点 2位以下を四捨五入して
あります)
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膿漏
し

槽

f三

六
月
四
日
は
ご
存
じ
虫
歯
予
防
テ
ー

で
す
が
、
皆
き
ん
の
歯
は
健
康
で
す
か
。

現
代
人
が
歯
を
失
う
原
因
の
半
分
ず
つ

L
-
，そ
A
1

の
弓

を
占
め
て
い
る
の
が
虫
歯
と
歯
槽
膿

漏
で
す
。
虫
歯
が
歯
そ
の
も
の
の
病
気

で
あ
る
の
に
対
し
、
歯
槽
膿
漏
は
歯
の

ま
わ
り
や
歯
を
と
り
ま
い
て
こ
れ
を
支

え
て
い
る
歯
肉
や
骨
の
病
気
で
す
。
も

っ
と
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
歯
槽
膿

漏
は
歯
の
植
わ
っ
て
い
る
骨
が
徐
々
に

溶
け
て
し
ま
う
病
気
で
、
普
通
は
慢
性

に
経
過
し
ま
す
か
ら
自
分
で
そ
れ
と
気

づ
い
た
と
き
に
は
相
当
進
行
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
多
数
の
歯
を
抜
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

えつー (3)一一一昭和57年6月1日 広報

赤
い
歯
ぐ
き
は
危
険
信
号

健
康
な
歯
ぐ
き
は
薄
い
ピ
ン
ク
色
で

ピ
タ
ッ
と
歯
に
く
っ
つ
い
て
い
ま
す
が
、

歯
く
き
が
赤
く
は
れ
た
感
じ
、
口
の
中

が
ね
は
っ
こ
い
、
口
臭
が
あ
る
、
と
き

ど
き
血
が
出
る
・:
こ
ん
な
症
状
の
人
は

も
う
歯
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

大
人
の
九

O
%以
上
の
人
が
歯
肉
炎
に
、

八

O
%以
上
が
歯
槽
膿
漏
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。
歯
ぐ
き
は
、
体
の
調
子
や
外

か
ら
の
刺
激
な
ど
に
最
も
敏
感
に
影
響

を
受
け
る
と
こ
ろ
で
す
。
不
摂
生
な
ど

し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

歯
槽
膿
漏
の
症
状
の
進
み
か
た
は
、

①
歯
く
さ
が
赤
く
は
れ
る
↓
②
血
が
出

や
す
く
な
る
↓
③
口
の
中
が
ね
ば
っ
こ

く
感
じ
ら
れ
る
↓
④
口
臭
が
ひ
ど
く
な

る
↓
⑤
歯
ぐ
き
が
や
せ
て
歯
の
根
が
の

ぞ
く

L
⑥
歯
が
か
み
し
め
ら
れ
な
く
な

る
↓
⑦
グ
ラ
グ
ラ
動
く
↓
⑧
抜
け
落
ち

る
、
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
す
。
早
め
に

専
門
医
に
み
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す

歯
ぐ
き
の
病
気
の
原
因

健康な歯ぐきはピンク色

ー
、
口
の
中
の
原
因

①
口
中
の
汚
れ
に
よ
る
も
の
|
食
べ

か
す
と
細
菌
に
よ

っ
て
で
き
た
歯

垢
(
歯
く
そ
)
や
歯
石

②
で
き
の
よ
く
な
い
歯
ブ
ラ
シ
な
ど

の
刺
激

③
合
わ
な
い
入
歯
や
つ
め
も
の
の
刺

数

2
、
全
身
的
な
原
因

①
糖
尿
病
や
慢
性
肝
炎
な
ど
の
全
身

病
②
ホ
ル
モ
ン
の
不
調
和

③
疲
労

④
ビ
タ
ミ
ン

C
の
不
足

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
歯
と
歯
ぐ
き
を
常
に
清
潔
に
す
る

②
歯
ぐ
き
を
よ
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る

③
全
身
を
健
康
に
保
つ

④
ビ
タ
ミ
ン

C
を
十
分
に
と
る

⑤
口
を
よ
く
す
す
く

⑥
歯
石
を
と
る
半
年
に
一
回
ぐ
ら
い

歯
科
医
で
歯
石
を
と
っ
て
も
ら
う

な
ん
と
い
っ
て
も
、
予
防
の
第
一
歩
は

口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
毎
食
後
の
歯
み
が
き
を

欠
か
き
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

子
供
た
ち
を

水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

六
月
か
ら
八
月
は
、
子
供
の
水
の
事

故
が
目
だ
っ
て
増
え
る
時
期
で
す
。
子

供
の
水
の
事
故
は
、
こ
の
時
期
に
限
ら

ず
一
年
中
起
こ

っ
て
い
ま
す
が
、
六
月

か
ら
八
月
が
と
く
に
多
く
、
同
じ
時
期

の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

子
供
は
水
遊
び
が
大
好
き
で
す
。
そ

の
半
面
、
水
の
怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
親
が
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し

た
す
き
に
、
と
り
返
し
の
つ
か
な
い
悲

し
い
事
故
に
結
び
つ
く
こ
と
が
多
い
の

ι~ 
~ 

------、~ で
す
。

子
供
の
水
の
事
故
は
保
護
者
の
責
任

と
心
得
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
に
よ
く

注
意
を
す
る
と
と
も
に
、
水
の
事
故
か

ら
尊
い
生
命
を
守
る
た
め
に
、
次
の
よ

う
な
点
に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

O
子
供
た
ち
だ
け
で
水
遊
び
ゃ
水
泳
に

行
か
な
い
よ
う
、
ふ
だ
ん
か
ら
言
い

聞
か
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
家
の
近
く
に
、
た
め
池
や
用
水
池
な

ど
が
あ

っ
て
、
サ
ク
と
か
フ
タ
な
ど

が
な
い
場
合
は
、
所
有
者
な
ど
に
申

し
入
れ
て
処
置
を
し
て
も
ら
い
ま
し

ト&
、「J
。

O
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を
見
か
け

た
ら
声
を
か
け
、
安
全
な
場
所
で
遊

ば
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
悶
降
り
の
後
な
ど
川
や
用
水
が
増
水

し
て
い
る
と
き
は
、
子
供
を
近
づ
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
自
宅
周
辺
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
ま
で

の
所
(
幼
児
の
活
動
範
囲
)
に
、
危

険
な
所
が
な
い
か
調
べ
て
お
き
ま
し

トみ
、「ノ
。

O
海
水
浴
な
ど
に
行

っ
た
と
き
は
、
子

供
か
ら
自
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

・
し
ょ
、
つ
。

---ー--ー一
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お知らせ
「
海
の
家
」
の
ご
利
用
を

え

7
・
8
月
谷
浜
と
能
生
に

つ広報

生
活
環
境
蝶
生
活
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

ー第 864号

毎
年
、
市
民
の
皆
き
ん
に
好
評
の
「
上

田
市
海
の
家
」
を
、
今
年
も
七
月
一
日

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
、
谷
浜
海
岸

と
能
生
浜
海
原
に
開
設
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
場
所

マ
谷
浜
海
岸
H
H

旅
館
「
飯
田
屋
」

新
潟
県
上
越
市
長
浜
一
三
五

北
陸
線
谷
浜
駅
下
車
、
駅
前

宮

0
2
5
5
⑬
2
I
o
-
-
2
7

p
b
ゥ，

マ
能
生
浜
海
岸

1
民
宿
「
か
な
は
ち
」

新
潟
県
西
頚
城
郡
能
生
町

北
陸
線
能
生
駅
下
車
、
パ
ス
で
約

今年で8回目を迎えだ「資源活用広場」ガ、
:5月9日市役所駐車場で行われまし疋。広
jい会場には、商后・団体の安売り、不用品の
:せり売り=写真=、電気・ガスなどの「むだ
jをなくす生活展」、修理コーナーなどが並び、
;終日大勢の市民でにぎわいまし芝。

五
分
E
0
2
5
5
6
⑥
2
3
1
6
 

申
込
方
法
:
・
電
話
で
直
接
、
海
の
家
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
部
屋
数
に
限

「海の家」料金および利用時間

手IJ 用 料 金 利用時間

宿泊 翌日

( 2食付)
大人 3，800円 小人 3，500円 午後1時~午前10時

日帰り
大人 800円 小人 600円 午前10日寺~午後4時(食事なし)

宿泊 ~ 日

( 2食付)
大人 3，700円 小人 3，400円 午後 1時~午後4時

かなはち
日帰り

大人 800円 小人 600円 午前10時~午後4時(食~jïなし)

一
九
七
二
年
六
月
、
国
連
人
間
環
境
会
議
は
「
人
間
環
境
宣
言
」
を
採
択
し

て
以
来
、
本
年
は
十
周
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
世
界
各
国
で
は
毎
年
六
月
を
環

境
保
護
月
間
と
し
、
わ
が
国
で
も
環
境
問
題
の
重
要
性
を
認
識
す
る
た
め
の
諸

行
事
に
取
川
組
ん
」
じ
い
ま
す
い
上
田
市
で

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
約
は
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。
日
帰
り
で
利

用
す
る
場
合
も
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金
・
利
用
時
間
・
:
左
上
表
の
と
お
り

で
す
。

盲
導
犬
を

お
貸
し
し
ま
す

上
田
点
字
図
書
館

宮
⑫
1
9
7
5

市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
自
の
不
自
由

な
方
の
生
活
圏
を
拡
大
し
自
立
更
生
と

社
会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
、
盲
導
犬

d

事
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。
今
年
度

叩望
の
方
は
、
次
に
よ
り
お
申
し
込

、
だ
さ
い
。

d

条
件

…覚
障
害
一
級
で
十
八
歳
以
上
の
在

]者一
に
職
に
つ
い
て
い
る
か
近
く
職
に

く
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
人
で
、

一
導
犬
を
有
効
に
利
用
で
き
る
人

一
導
犬
使
用
訓
練
を
受
け
ら
れ
る
人

和
歌
山
県
盲
導
犬
訓
練
所
で
約

一

月
)
人
が
盲
導
犬
を
飼
育
可
能
で
あ
る

と
(
犬
の
管
理
、
え
さ
代
な
ど
の

担
月
約
一
万
五
子
円
)

頭
数
:
・
一
頭

締
切
日
・
・
・
七
月
五
日
間

伶
泥
o
o
L
L
岡
山
占
山
守
ナ
悶
出
金
官
蛤
陥

西
ド
イ
ツ
青
年
の

受
け
入
れ
家
庭
を
募
集

青
少
年
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

青
少
年
の
国
際
相
互
交
流
を
行
っ
て

い
る
世
界
青
少
年
交
流
協
会
お
よ
び
上

回
世
界
青
年
友
の
会
の
招
き
に
よ
り
、

こ
の
夏
、
西
ド
イ
ツ
青
年
二
十
五
名
が

上
田
市
を
訪
れ
ま
す
。

上
回
世
界
青
年
友
の
会
で
は
、
こ
の

西
ド
イ
ツ
青
年
の
受
け
入
れ
民
泊
家
庭

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
西
ド
イ

ツ
青
年
と
交
流
し
て
国
際
的
視
野
を
広

め
る
と
と
も
に
英
語
の
力
だ
め
し
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

訪
問
予
定
日
:
・
八
月
十
三
日
樹
l
十
六

日
間
、
三
泊
四
日

民
泊
家
庭
募
集
数
:
・
二
十
五
家
庭
(
定

数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
込
先
・
・
・
上
回
世
界
青
年
友
の
会
事
務

局
・
荒
井
和
雄
官
⑫
0
2
9
4

高
齢
者
健
康
教
室
に

お
出
か
け
を

保
健
予
防
謀
保
健
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
1

脅
結
叫
似
酷
即
物
文
司

仇
り

ww凶
aA、
，

九

h
ih
h
部
叫
借
庸
崎
明
和
、
信
惨
込
町
仏
裕
也
ゐ
点
、

下
水
道
の
普
及
で

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
五
月
か
ら
七

月
ま
で
の
三
か
月
間
、
市
内
三
十
か
所

で
「
高
齢
者
健
康
教
室
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

対
象
地
区
の
六
十
歳
以
上
の
皆
き
ん
、

ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
ご
希
望
の
皆
さ
ん

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〈

内

容
v

①
血
圧
測
定
、
健
康
相
談
②
長
生
き

の
食
事
に
つ
い
て
③
健
康
づ
く
り
運

動
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
④
歯
の
健

康
に
つ
い
て
⑤
家
庭
の
み
そ
汁
の
塩

分
測
定
(
お
わ
ん
一
杯
分
の
み
そ
汁
を

容
器
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い

)



新
潟
県
西
頭
城
郡
能
生
町

北
陸
線
能
生
駅
下
南
半
、
ハ
ス
で
約

、与
露
軍
:一
四
一頭

申
込
締
切
日
・
・
・
七
月
五
日
間

申
込
先

:
上
回
点
字
図
書
館

第 864号一

一
九
七
二
年
六
月
、
国
連
人
間
環
境
会
議
は
「
人
間
環
境
宣
言
」
を
採
択
し

て
以
来
、
本
年
は
十
周
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
世
界
各
国
で
は
毎
年
六
月
を
環

境
保
護
月
間
と
し
、
わ
が
国
で
も
環
境
問
題
の
重
要
性
を
認
識
す
る
た
め
の
諸

行
事
に
取
り
組
ん
て
い
ま
す
。
上
田
市
で
は
、
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
別
衰
の
よ
う
な
行
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い

し
ま
す
。

(
写
真
左
は
東
部
地
区
上
空
か
ら
千
曲
川
上
流
を
望
む
)

だく特集〉えヲ一 (1)一一一昭和57年 6月1日一一一一広報

4-勺
4
5
・1
B
Bh
雪
関
川

ekRha
u-4si-
-EEU
戸ヨ

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
1

高
齢
者
の
皆
き
ん
に
健
康
で
長
生
き

下
水
道
の
普
及
で

市
街
地
河
川
が
き
れ
い
に

生
活
環
境
諜
で
は
、
市
内
を
流
れ
る

河
川
の
水
質
状
況
を
知
る
た
め
、
主
要

七
河
川
の
十
二
地
点
で
、
毎
月
一
回
水

質
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
下
の
グ
ラ

フ
は
、
そ
れ
ら
の
結
果
の
中
か
ら
、
水

質
の
汚
染
を
よ
く
表
わ
す

B
O
D
(生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
)
の
変
化
と
、

河
川
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
環
境
基

準
値

(
川
の
望
ま
し
い
基
準
)
を
比
較

し
た
も
の
で
す
。

神
川
は
上
水
道
の
水
源
に
も
な
っ
て

い
る
重
要
な
河
川
で
す
が
、
最
近
浄
化

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
市
の
中
心
部
を
流

れ
る
矢
出
沢
川
、
蛭
沢
川
は
、
以
前
か

な
り
汚
染
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
公
共

環境保護月間行事予定表

河川水質調査

公害防止監視員研修会

6月 9日

6月10日

5月30日

6月4日

6月23日

屋外広告物連絡会議

環境美化運動の日

河川ノfトロール

下
水
道
の
普
及
な
ど
に
伴
い
浄
化
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
千
曲
川
左
岸
の
河
川
の

う
ち
、
浦
野
川
や
室
賀
川
は
良
好
な
状

態
が
保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
産
川
や
湯

川
は
環
境
基
準
を
上
ま
わ
り
、
今
後
の

浄
化
が
待
た
れ
ま
す
。

河
川
の
汚
染
の
原
因
に
は
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
雑
排
水
の
占
め
る
割
合
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
増
加

し
て
い
る
地
域
を
流
れ
る
河
川
で
は
、

水
質
が
悪
化
し
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

雑
排
水
に
よ
る
河
川
の
汚
染
を
防
ぐ

た
め
、
市
で
は
公
共
下
水
道
の
普
及
と

下
水
道
の
な
い
地
域
で
の
雑
排
水
簡
易

中問

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

月空き缶投棄防止対策

し尿浄化槽維持管理指導

廃棄物の分別徹底と

有効利用の啓発

自動車排気ガス調査

一日清掃日

家庭雑排水浄化対策

河川 清 掃

浄
化
槽
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
カ
を
お
願
い
し
ま
す
。

制
開，。

、1'

U
川
田

F
h
J
V
 ロ
湯
福

Aυ

一，I
、

'
h
d
 

.....環境基準値

市内河川の水質 (B0 D年平均値の推移)

口
BOD 
(略/R-) 
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きれいな川に

市
内
の
中
心
を
流
れ
る
川
に
も
、
か

つ
て
は
た
く
さ
ん
の
魚
が
泳
い
で
い
ま

し
た
。
昔
の
よ
う
な
き
れ
い
な
川
に
し
、

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
ろ
う
と
、
自
治

会
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
市
連
合

衛
生
推
進
協
議
会
、
河
川
愛
護
会
、
公

害
防
止
監
視
買
の
人
た
ち
が
協
力
し
て

河
川
の
清
掃
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。川

の
汚
れ
の
半
分
以
上
は
家
庭
か
ら

の
雑
排
水
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

t
tで
は
、
市
街
地

V
4・t
H
V
増
;
阿
古

さ
れ
、
普
及
が
進
む
に
つ
れ
、
コ
イ
も

生
息
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

河
川
の
汚
れ
は
、
水
の
汚
濁
の
み
で

な
く
、
心
な
い
人
び
と
に
よ
り
捨
て
ら

れ
た
空
き
缶
、
空
き
ビ
ン、

廃
材
に
よ
っ

て
も
か
な
り
汚
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
を
郷
土
に
も

っ
た
私
た

ち
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
川
の
汚
れ
に

つ
い
て
も
深
い
関
心
を
も
ち
、
お
互
い

に
河
川
を
き
れ
い
に
し
、
住
み
よ
い
環

境
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。

戸第 864号号一

公
害
苦
情
の
受
付
件
数

簡
易
浄
化
槽
は

定
期
的
に
清
掃
を

矢出沢川を掃除する市民の皆さん

昭
和
五
十
年
か
ら
条
例
に
よ
り
、
下

水
道
対
象
地
区
以
外
で
、
家
屋
を
新
築

す
る
時
は
、
簡
易
浄
化
槽
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
在
来

家
屋
に
は
、
一
万
五
千
円
(
共
同
の
場
合

は
一
万
七
千
円
)
を
市
が
補
助
し
て
、

簡
易
浄
化
槽
の
設
置
を
奨
励
し
、
現
在

で
は
合
わ
せ
て
一
万
一
千
余
基
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
地
区
別
の
設
置
状
況
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

簡
易
浄
化
槽
は
、
設
置
し
た
ま
ま
で

は
浄
化
に
あ
ま
り
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

清
掃
を
し
な
い
と
、
悪
臭
の
発
生
は
も

下水道及び簡易浄化槽普及状況

と
よ
り
、
汚
泥
が
流
れ
出
て
し
ま
い
ま

す
。
清
掃
は
、
最
低
二
か
月
に
一
回
は

必
ず
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

普
段
か
ら
流
し
台
に
紙
の
水
切
り
袋
な

ど
を
用
意
し
た
り
、
油
は
新
聞
紙
な
ど

で
ふ
き
と
っ
て
か
ら
洗
う
よ
う
に
心
掛

け
る
と
、
浄
化
槽
の
清
掃
も
簡
単
に
す

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
塩
田
地
区
で
は
、
衛
生
検
査

の
際
に
、
浄
化
糟
内
の
検
査
を
実
施
し

て
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
他
の
地
区

で
も
、
地
域
ぐ
る
み
の
清
掃
で
河
川
や

農
業
用
水
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

~下水道

口簡易浄化槽

89.8 

σ3 ヒ
苦な
情り
σ3 、

発塩
生田
は
少川
三正西
u、
状曲
況罷
て、道
は 五区
。で

100% 

昨
年
に
続
き

ヤ
マ
メ
を
放
流

環
境
保
護
月
間
に
先
が
け
て
、
昨
年

に
続
き
今
年
も
五
月
十
五
日
に

n
自
然

を
取
り
戻
そ
う
。
を
合
言
葉
に
、
行
沢

川
上
流
で
は
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
約
千
五
百

匹
が
地
元
子
供
た
ち
の
手
で
放
流
さ
れ

ま
し
た
。

(
写
真
右
)

こ
れ
は
、
岩
清
水
自
治
会
の
強
い
要

望
を
聞
い
た
上
小
漁
業
協
同
組
合
の
ご

協
力
が
あ
り
、

実
現
し
た
も
の
で
す
。

行
沢
川
は
年
聞
を
通
し
て
水
量
が
豊
か

で
ヤ
マ

メ
や
イ
ワ
ナ
に
適
し
た
水
質
で

あ
り
、
か
つ
て
は
イ
ワ
ナ
が
生
息
し
て

い
ま
し
た。

子
供
た
ち
が
放
し
た
稚
魚
が
、
や
が

て
は
成
魚
と
な
り
、

卵
を
産
み
、
こ
の

川
で
自
然
繁
祉
相
す
る
よ
う
、
み
ん
な
で

阻
止
守

nt
た
い

ιb
の
で
す
・

61.9 

50 

遊
粒
子
状
物
質
・
二
酸
化
愛
索
)
昭
和

五
十
六
年
度
、
こ
れ
ら
四
物
質
の
上
回

市
内
で
の
測
定
結
果
は
環
境
基
準
を
遠
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第 864号一

公
害
苦
情
の
受
付
件
数

三
年
連
続
し
て
減
少

昭
和
五
十
六
年
度
中
に
生
活
環
境
課

が
受
け
付
け
た
苦
情
の
総
数
は
、
百
二

十
四
件
で
昨
年
よ
り
三
十
七
件
減
少
し

ま
し
た
。
グ
ラ
フ
①
に
過
去
十
年
間
の

年
ご
と
の
苦
情
受
付
件
数
を
示
し
ま
し

た
。
苦
情
が
一
番
多
か

っ
た
の
は
昭
和

五
十
三
年
の
二
百
二
十
三
件
で
し
た
が
、

以
後
五
十
六
年
ま
で
の
三
年
間
は
連
続

し
て
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
工
場

や
企
業
の
排
水
処
理
施
設
や
防
音
施
設

と
い
っ
た
公
害
防
止
施
設
が
充
実
さ
れ

①
苦
情
件
数
の
年
度
別
推
移

だく特集〉えつ一 (3)一一一昭和57年6月1日一一一一広報

て
き
た
こ
と
と
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
公

害
の
防
止
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

苦
情
の
種
類
別
の
内
訳
は
グ
ラ
フ
⑪

の
よ
う
に
騒
音
、
悪
臭
、
水
質
汚
濁
の

順
に
多
く
、
こ
れ
ら
で
総
苦
情
数
の
約

八

O
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
、
昨
年
と
同

様
の
傾
向
で
し
た
。
昭
和
五
十
年
以
前

は
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
と
い
っ
た
比

較
的
規
模
の
大
き
な
苦
情
が
多
か
っ
た

の
に
対
し
、
そ
れ
以
降
は
騒
音
、
悪
臭

な
ど
の
局
所
的
で
、
よ
り
身
近
な
も
の

に
苦
情
の
内
容
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

苦
情
の
発
生
を
地
域
別
に
見
る
と
、

一
番
多
い
の
が
川
辺
地
区
の
十
七
件
、

次
い
で
東
部
、
西
部
、
城
下
地
区
の
順

⑪
苦
情
の
種
類
別
分
類

と
な
り
、
塩
田
、
川
西
、
豊
殿
地
区
で

の
苦
情
の
発
生
は
少
な
い
状
況
で
し
た。

苦
情
の
多
く
発
生
し
て
い
る
地
域
は
、

都
市
化
に
よ
り
市
街
地
か
ら
郊
外

へ
と

住
宅
が
増
え
て
い

る
地
域
で
、

工
場
や

畜
舎
に
よ
る
騒
音
や
悪
臭
の
苦
情
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
⑪
は
苦
情
に
よ
る
被
害
を
種

類
別
に
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
う
ち

一
番
多
い
の
が
感
覚
的
、
心
理
的
被
害

で
全
体
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
水
質
汚
濁
、
大

気
汚
染
な
ど
の
典
型
的
な
公
害
苦
情
が

減
少
し
、
騒
音
、
悪
臭
な
ど
の
よ
り
身

近
な
感
覚
公
害
が
増
加
し
て
い
る
の
が

近
年
の
特
徴
で
す
。
中
に
は
「
隣
家
の

ピ
ア
ノ
の
音
、
犬
の
声
が
う
る
さ
い
」
と

い
う
よ
う
な
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
お

E
い
の
日
常

の
会
話
に
よ
り
解
決
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
公
害
の
な
い
明
る
い

上
田
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

⑪
被
害
の
種
類
別
分
類

今
年
も
ア
サ
ガ
オ
で

大
気
汚
染
を
調
査

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

の
原
因
物
質
で
あ

る
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

(自
動
車
の
排
気
ガ

ス
な
ど
が
太
陽
の
紫
外
線
に
よ
り
有
害

物
質
に
変
化
し
た
も
の
)
に
よ
る
汚
染

を
知
る
簡
便
な
方
法
と
し
て
、
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
に
対
し
て
敏
感
に
反
応
す
る
ア

サ
ガ
オ
を
用
い
た
大
気
汚
染
調
査
が
あ

り
ま
す
。

生
活
環
境
課
で
は
、
こ
の
ア
サ
ガ
オ

を
用
い
た
大
気
汚
染
調
査
を
、
本
年
度

も
七
月
か
ら
九
月
上
旬
ま
で
行
う
予
定

で
す
。
調
査
場
所
は
、
市
役
所
駐
車
場

横
の
花
壇
と
上
田
市
公
害
防
止
監
視
員

宅
の
合
計
三
十
八
地
点
で
す
。

こ
の
調
査
は
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
五
十
六
年
度

は
三
十
六
調
査
地
点
中
、
二
十
八
地
点

に
被
害
が
現
わ
れ
ま
し
た
。
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
に
よ
る
ア
オ
ガ
オ
の
被
害
は
、
そ

の
濃
度
が

0
・
0
8
P
P
M
を
上
ま
わ

っ
た
日
の
数
日
後
に
現
わ
れ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
昨
年
は
、
上
田
市
内
の
多
く
の
地

域
で
国
の
環
境
基
準
0
・
0
6
P
P
M

を
超
過
し
た
日
が
数
日
あ
っ
た
と
考
、え

ら
れ
ま
す
。

な
お
、
環
境
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い

る
大
気
汚
染
物
質
に
は
、
光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
の
他
に
四
物
質
あ
り
ま
す
。

(
二
酸
化
イ
オ
ウ
・
一
酸
化
炭
素
・
浮

~ )11 て
すて、 は:

?自 成
た然 魚
い繁と
も殖を
のすり ー
でる

て-!=Jjs ' 
ヲを 1
、産 J
みみ 3
ん
なこ J

て、グ)， 

遊
粒
子
状
物
質
・
二
酸
化
窒
素
)
昭
和

五
十
六
年
度
、
こ
れ
ら
四
物
質
の
上
田

市
内
で
の
測
定
結
果
は
環
境
基
準
を
達

成
し
て
い

ま
す
。

粉
石
け
ん
に
切
り
替
え
を

河
川
の
水
質
汚
濁
は
、
全
国
的
に
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因

の
一
つ
と
し
て
、
リ

ン
を
含
む
合
成
洗

剤
の
使
用
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
洗
た
く
用
洗
剤
を
「
合

成
洗
剤
」
か
ら
「
粉
石
け
ん
」
に
切
り

替
え
よ
う
と
い
う
運
動
が
、
各
地
で
盛

り
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
上
田
市
で

も、
H

き
れ
い
な
水
。
を
停
る
た
め
合
成

洗
剤
使
用
の
抑
制
を
促
進
し
、
粉
石
け

ん
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
市
民
の

皆
き
ん
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
こ
の
時
期
は
水
で
洗
た
く
が
で

き
る
季
節
で
す
。
こ
の
機
会
に、

ぜ
ひ

粉
石
け
ん
を
使
用
し
て
、
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う。
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左
の
写
真
は
、
心
な
れ
人
に
よ
り
捨

て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
山
で
す
。
こ
の
主
つ
に

道
路
、
川
、
山
林
な
ど
に
ゴ
ミ
を
捨
て

る
不
法
投
棄
は
、
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
不
法
投
棄
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
調
査
し
、
捨
て
た
人
に
片
付
け
さ
せ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
な
場
合
は
警

察
へ
通
報
し
処
理
し
て
い
ま
す
。
物
を

む
や
み
に
捨
て
る
と
、
法
律
に
よ
り
三

か
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
二
十
万
円

以
下
の
罰
金
と
い

っ
た
重
い
罰
に
処
せ

ら
れ
ま
す
。

き
れ
い
な
上
田
市
を
守
る
た
め
、
ゴ

ミ
は
決
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
り
処
理
し

宇
ナ
し
ょ
、
っ
。

美しい自然を大切に

後を絶たない不法投棄

環
境
美
化
運
動
の
日

え

近
年
、
道
路
や
観
光
地
で
は
空
き
缶

な
ど
の
散
乱
が
目
だ
ち
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ広報

午
後
三
時
(
十
日
が
日
曜
・
祝
日
の

場
合
は
翌
日
、
土
曜
日
の
場
合
は
翌

週
の
月
曜
日
)

そ
こ
で
、
関
東
地
方
の
一
都
九
県
(
長

野
県
も
含
む
)
は
、
毎
年
五
月
三
十
日

(
5
3
0
)
を
「
環
境
美
化
運
動
の
日
」

と
定
め
、
同
一
歩
調
に
よ
る
環
境
美
化

、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
空
き
缶
な
ど
の

散
乱
防
止
を
広
域
的
に
実
施
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

上
田
市
で
も
、
空
き
缶
な
ど
の
散
乱

防
止
と
資
源
の
有
効
利
用
を
一
層
推
進

す
る
た
め
、
全
市
的
な
運
動
と
し
て
毎

年
実
施
し
ま
す
。
今
年
は
、
五
月
三
十

日
に
第
一
回
目
の
環
境
美
化
運
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
:
・
散
乱
空
き
缶
の
追
放
を

内
容
・
:
空
き
缶
な
ど
の
一
斉
収
集
、

空
き
缶
な
ど
の
持
ち
帰
り
運
動

あ
き
地
の
雑
草
は

他
人
に
迷
惑

上
田
市
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
あ
き

地
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
雑
草
が
生
、え

る
季
節
に
な
り
ま
す
。
雑
草
が
生
え
る

と
環
境
を
損
う
ば
か
り
で
な
く
、
ネ
ズ

ミ
や
へ
ピ
の
巣
と
な
り
、
周
囲
の
人
家

に
迷
惑
を
か
け
、
農
作
物
に
も
大
き
な

被
害
を
与
え
ま
す
。
市
役
所
に
も
、
こ

う
い
っ
た
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

す
。市

の
「
あ
き
地
の
環
境
保
全
に
関
す
る

条
例
」
で
は
、
あ
き
地
の
所
有
者

(管

理
者
)
に
は
雑
草
を
刈
り
取
る
な
ど
し

て
、
あ
き
地
の
笠
備
を
常
に
行
う
よ
う

軟
性
と
基
礎
体
力
を
つ
け
る
こ
と
を
基

盤
と
し
、
武
道
と
し
て
の
精
神
修
養
を

兼
ね
た
空
手
道
の
初
歩
的
な
練
習
を
中

定
め
て
い
ま
す
。
所
有
者
(
管
理
者
)

は
、
少
な
く
と
も
年
二
回
は
草
を
刈
り
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

を
か
け
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
き
れ
い

な
浄
化
槽
に
す
る
よ
う
心
掛
け
て
、
機

能
が
正
し
く
働
〈
主
フ
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
内
に
は
、
八
百
余
の
し
尿
浄
化
槽

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
設
置
し
て

い
る
人
に
は
定
期
的
な
点
検
と
清
掃
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
点
検
、
維

持
管
理
な
ど
を
行
う
た
め
、
し
尿
浄
化

し
尿
浄
化
槽
は
、
水
洗
式
ト
イ
レ
の
槽
維
持
管
理
組
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

汚
物
を
個
々
の
家
庭
で
処
理
す
る
装
置
全
員
加
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

で
す
が
、
日
常
の
管
理
を
怠
る
と
浄
化
同
組
合
の
お
問
い
合
わ
せ
は
生
活
環
境

き
れ
な
い
汚
水
が
水
路
や
河
川
に
流
れ
課
環
境
指
導
係
へ
(
宮
⑫
4
1
0
0
内

出
て
、
悪
臭
な
ど
近
所
の
人
々
に
迷
惑
線
3
0
2
)

(
今
年
も

o
標
語
は
六
月
三
十
日
ま
で
に
県
生
活
一

ザ

ノ

ゴ

環

境

部

環

境

自

然

保

護

課

へ

山

一

A
峰

崎

ll
，
日
夕

L
包

P
E尽
な

お

、

詳

し

い

募

集

要

領

に

つ

い

て

一

一

f
，
日

J
1
t
Zョ
は
、
次
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一

一

県

で

は

、
今
年
も
環
境
保
護
月
間
事
マ
地
方
事
務
所
総
務
室
生
活
環
境
係
一

一
業
の
一
環
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
(
宮
@
1
2
6
0
内
線
2
6
8
)

一

…
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

標

語

・

ポ

ス

タ

ー

で

入

選

一

一
〈
応
募
資
格
v

一

一

o
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
は
小
中
学
生
昨
年
、
県
が
募
集
し
た
標
語
の
部
に
一

一

o
標
語
は
小
中
学
生
及
び
一
般
県
民
次
の
方
々
が
入
選
し
ま
し
た
。

一o空
き
缶
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
は
マ
考
え
よ
う
自
然
の
恵
み
と
ぼ
く
ら
の

γ

一

小

中

高

生

未

来

二

中

・

沓
掛

浩

君

一

-
〈
応
募
作
品
の
内
容
v

マ
環
境
は
み
ん
な
の
手
か
ら
心
か
ら

-

吋

生

活

環

境

、

自

然

環

境

、

不

法

投

棄

、

新

田

・

竹

内

哲

子

さ

ん

刊

一
公
害
防
止
、
空
き
缶
な
ど
の
散
乱
防
止
こ
の
ほ
か
に
ポ
ス
タ
ー
の
部
で
清
明
一

一

な

ど

に

関

す

る

も

の

小

学

校

六

年

生

(

五

十

六

年

度

)

の

次
の

一

一
〈
応
募
方
法
及
び
締
切
日
v

三
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
入
選
し
ま
し
た
。

一

一oポ
ス

タ

ー

、

作

文

は

八

月

三

十

一

日

太

田

仁

君

神

林

雅
子
き
ん

一

…

ま
で
に
地
方
事
務
所

へ

中
村
叔
子
き
ん

一

し
尿
浄
化
槽
は

正
し
い
管
理
を

日

給

:

・
男
三
千
七
百
円
、
女
三
千
六

百
円

人
員

・
期
間
・
:
若
干
名
、
約
三
か
月



ー

は

八

月

三

十

一

日

ま
で
に
地
方
事
務
所
へ

太
田
仁
君
神
林
雅
子
き
ん

中
村
叔
子
き
ん

第 864号~

商
工
相
談
(
無
料
)
の

ご
利
用
を

商
工
標
高
エ
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
6
0
2

市
で
は
、
本
年
度
も
長
野
県
経
営
能

率
協
会
の
中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
「
商

工
相
談
」
を
、
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

商
業
、
工
業
に
関
連
し
た
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。

相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
相
談
日
の

一
一
目
前
ま
で
に
電
話
な
ど
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
毎
月
十
日
の
午
前
十
時
か
ら

だえつ一(5)一一一一昭和57年 6月1日 広報

ご
寄
付
お
礼

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
V
上
回
販
売
士
会
棟
三
万
八
百
三
円

文
化
関
係
事
業
資
金
の
一
部
に

V
な
か
の
与
多
朗
会
棟
一
万
七
千
七

十
一
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と

し
て
-v
竹
田
邦
彦
樽
(
常
入
二
十
九
万

一
千
五
百
円
上
回
点
字
図
書
館
へ

V
-
m
村
実
様
(
大
屋
)
九
十
一
万

午
後
三
時
(
十
日
が
日
曜
・

祝
日

の

場
合
は
翌
日
、
土
曜
日
の
場
合
は
翌

週
の
月
曜
日

)

と
こ

ろ
・
:
上
田
商
工
会
議
所
会
議
室

申
込
先
・:
市
役
所
商
工
課
、

ま
た
は
上

回
商
工
会
議
所

(
宮
⑫
4
5
0
0
)、

塩
田
商
工
会
(
宮
⑮
3
6
1
0
)
、川

西
商
工
会
(
宮
@
2
0
3
3
)

空
手
道
教
室
を

開
催
し
ま
す

体
育
標
体
育
振
興
係

官
(
⑫

4
1
0
0
内
線

5
5
5

上
田
空
手
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り

空
手
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
体
の
柔

二
千
七
百
九
十
円
、
掃
除
機
二
台
、
書

棚
二
個
、
点
滴
台
一
台
報
恩
寮
へ

'v株
式
会
社
ヤ
ジ
マ
時
計
眼
鏡
庖
棟

柱
時
計
一
個
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

V
中
沢
実
様
(
笹
井
)
五
千
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

V
高
野
正
ニ
樽
(
東
築
地
)
一
万
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

V
田
中
卓
示
様
(
岩
下
)
十
五
万
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

V
匿

名

四

千

九

百

四

十

四

円

社

会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

V
匿
名
五
万
三
千
八
百
四
十
一
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

理
者
)
に
は
雑
草
を
刈
り
取
る
な
ど
し

て
、
あ
き
地
の
整
備
を
常
に
行
う
よ
う

軟
性
と
基
礎
体
力
を
つ
け
る
こ
と
を
基

盤
と
し
、
武
道
と
し
て
の
精
神
修
養
を

兼
ね
た
空
手
道
の
初
歩
的
な
練
習
を
中

心
に
行
い
ま
す
。

対
象
者
:・
小
・
中
学
生
、
女
性
、
中
高

年
な
ど
の
方
々
に
最
適
で
す
。

期
間
:
・
六
月

1
九
月
(
十
七
回
)

時
間
・
:
第
一
会
場

1
毎
週
土
曜
日
午

後
二
時
三
十
分

i
四
時
、
第
二
会
場

M
H
毎
週
日
曜
日
午
前
九
時
三
十
分
i

十
一
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
第
一
会
場

1
上
田
市
総
合
体

育
館
、
第
二
会
場

l
上
田
市
民
体
育

h
E
 

会宮

人
員
:
・
各
会
場
と
も
二
十
1
三
十
名

費
用
・
:
三
千
円
(
保
険
料
を
含
む
)

服
装
:
・
運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
先
:
・
六
月
十
二
日
出
ま
で
に
体
育

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自
然
運
動
公
園
・

市
営
プ
ー
ル
の

監
視
員
を
募
集

体
育
課
施
設
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
7

資
格
・
:
健
康
で
水
泳
経
験
の
あ
る
三

十
歳
ま
で
の
人
(
学
歴
・
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
)

勤
務
時
間
・
・
・
午
前
八
時
三
十
分

1
午
後

五
時

日

給

・:
男
三
千
七
百
円
、
女
三
千
六

百
円

人
員
・
期
間
・:
若
干
名
、
約
三
か
月

必
要
書
類
・
:
自
筆
の
履
歴
書
、
写
真
添

付
の
こ
と

※
な
お
、
自
然
運
動
公
園
は
六
月
下
旬
、

市
営
プ

l
ル
は
改
修
工
事
の
た
め
、

七
月
中
旬
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

ー
簡
保
・
年
金
資
金

l

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集
し
ま
す

郵
政
省
で
は
、
簡
易
保
険
や
郵
便
年

金
の
資
金
で
つ
く
ら
れ
た
施
設
を
題
材

と
し
た
「
簡
保
・
年
金
資
金
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
募
集
要
項
な
ど
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

〈テ
l
マ〉

簡
保
・
年
金
資
金
の
融
資
で
つ
く
ら

れ
た
施
設
(
学
校
、
公
営
住
宅
、
道
路

な
ど
)
を
題
材
と
し
た
明
る
い
作
品

〈
作
品
の
大
き
さ
〉

カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
・
白
黒
は
四
ツ
切

り
、
カ
ラ
|
ス
ラ
イ
ド
は
三
十
五
ミ
リ

以
上
(
作
品
に
は
画
題
、
簡
保
年
金
資

金
融
資
施
設
名
、
所
在
地
、
住
所
、
氏

名
を
、
カ
ラ

l
ス
ラ
イ
ド
は
そ
の
マ
ウ

ン
ト
に
記
入
し
、
プ
リ
ン
ト
は
作
品
裏

面
に
応
募
票
を
は
っ
て
く
だ
さ
い
)

〈
応
募
点
数
〉

カ
ラ
ー

・
白
黒
の
部
そ
れ
ぞ
れ
五
点

以
内

(組
写
真
は
、

一
組
三
点
以
内
)

〈
募
集
期
限
〉

七
月
三
十
一
日
出
ま
で

〈
応
募
先
〉

最
寄
り
の
郵
便
局
(
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
郵
便
局
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
)

〈賞〉カラ

l
・
白
黒
の
部
そ
れ
ぞ
れ
に
:
・

推
薦
一
点
(
郵
政
大
臣
賞
、
賞
金
五
万

円
)
、
特
選
二
点
(
簡
易
保
険
局
長
賞
、

賞
金
三
万
円
)
、
入
選
五
点
(
賞
金
一
万

五
千
円
)
、
佳
作
四
十
点
(
賞
金
五
千
円
て

そ
の
ほ
か
地
方
賞
、
参
加
賞
(
応
募
者

全
員
に
記
念
品
進
呈
)
も
あ
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

初
夏
を
彩
る

さ
っ
き
展

上
回
さ
っ
き
会
で
は
、
今
年
も
次
の

と
お
り
さ
っ
き
展
を
開
催
し
ま
す
。
大

勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と
き
・
:
六
月
五
日
出
1
十
日
同
午
前

九
時
1
午
後
六
時

と
こ
ろ
・
:
総
合
展
示
館
(
上
回
公
園
内
)
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市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

ご
参
加
を

上
回
青
年
会
融
所
事
務
局
(
中
山
)

宮
⑫
5
0
7
4

上
回
青
年
会
議
所
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
上
田
市
の
交

通
問
題
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
次

の
と
お
り
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聞
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
六
月
二
十
日
同
午
前
九
時
三

十
分
1
午
後

O
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
上
回
建
設
業
会
館

内
容
:
・
メ
ン
バ
ー
自
ら
調
査
し
た
渋

滞
個
所
の
現
況
報
告
、
信
大
助
教
授

奥
谷
巌
工
学
博
士
の
講
演

(
都
市
機

能
を
満
足
さ
せ
る
道
路
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
な
ど
)
、
行
政
側
の
総
合
ビ
ジ

ョ
ン
の
説
明
な
ど

えつ広報

教
育
・
育
児

テ
レ
フ
ォ
ン
相
談
の

ご
利
用
を

-第 864号

日
本
青
年
会
議
所
・
長
野
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
及
び
上
回
青
年
会
議
所
の
主
催

に
よ
り
、
教
育
・
育
児
テ
レ
フ
ォ
ン
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

教
育
・
育
児
問
題
な
ど
子
供
に
関
す

る
す
べ
て
の
問
題
に
つ
い
て
、
各
分
野

の
専
門
の
先
生
方
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
会
:
・
六
月
十
三
日
同
午
前
十
時
1

午
後
三
時

電
話
番
号
・

:
@
0
7
7
7
附

料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集

中
部
電
力
上
国
営
業
所

サ
ー
ビ
ス
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
謀

宮
⑫
1
2
4
0

中
部
電
力
で
は
、
婦
人
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
次
の
と
お
り
料
理
教
室
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

と

き
マ
A
コ
ー
ス

1
七
月
一
日
か
ら
九
月
十

六
日
ま
で
の
第
一
・
第
三
木
曜
日
、

午
後
一
時
三
十
分

l
三
時
三
十
分

マ
C
コ
ー
ス
H
H
七
月
八
日
か
ら
九
月
二

十

一
日
ま
で
の
第
二
・
第
四
木
曜
日
、

午
前
十
時

i
午
後

一
時

と
-
-
ろ
:
・
中
部
電
力
上
国
営
業
所
東
館

電
気
婦
人
教
室

定
員
・
:
各
コ

l
ス
と
も
二
十
四
名
(
定

買
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

会
費
・
:
材
料
代
と
し
て

一
回
四
百
円

程
度

申
込
先
・
:
サ
ー
ビ
ス
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
諜

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
(
だ
さ
い

貝二

異動

(5月13日付)

=市職

人事

〈
部
長
紐
〉

川
マ
総
務
部
長
兼
上
小
地
域
広
域
行
政
事

川
務
組
合
事
務
局
長
増
田
正
俊

(財
政

川
部
長
)
マ
財
政
部
長
佐
藤
次
雄

(議

川
会
事
務
局
長
)
マ
議
会
事

務

局

長

藤

川
城
信
一
(
塩
田
支
所
長
)
マ
総
務
部
付

川
小
菅
伝
(
総
務
部
長
)
マ
塩
田
支
所

川
長
兼
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取

川
扱

矢
幡
利
夫

(
市
民
課
長
)

〈
課
長
紐
〉

川
マ
管
財
課
長
金
井
寛
二
(
塩
田
支
所

川
次
長
)
マ
市
民
課
長
中
沢
武
(
生

川
活
環
境
課
長
)
マ
生
活
環
境
課
長
尾

川
見
幸
一

(
管
財
室
長
)
マ
福
祉
課
長
兼

川

福

祉

事

務

所

次

長

手

塚

泉

(
産
院

川
事
務
長
)
マ
塩
田
支
所
次
長
宮
島
貞

川
之

(
城
南
解
放
会
館
長
)
マ
高
速
交
通

川
対
策
室
長
兼
務
小
泉
洋
平
(
交
通
対

川
策
課
長
)
マ
産
院
事
務
長
上
沢
常
一

(
収
税
係
長
)
マ
城
南
解
放
会
館
長
兼

州
城
南
公
民
館
長
国
口
億
円
市
民
税

号

を

に必要

わぬ事

除の相

ちして

第
一
係
長
)
マ
川
西
支
所
長
竹
内

実
(
保
健
予
防
課
庶
務
係
長
)

〈
係
長
級
〉

マ
市
民
税
第
一
係
長
(
補
佐
)
沓
掛
陽

一
(
国
民
健
康
保
険
係
長
)
マ
国
民
健

康
保
険
係
長
(
補
佐
)
西
沢
一
平
(
児

童
保
育
課
庶
務
施
設
係
長
)
マ
保
健
予

防
課
庶
務
係
長
(
補
佐
)
上
原
哲
夫
(
社

会
教
育
係
長
)
マ
高
速
交
通
対
策
室
高

速
交
通
係
長
(
補
佐
)
竹
沢
栄
一
(
交

通
企
画
係
長
)
マ
土
木
第
一
係
長
(
補

佐
)
塩
之
入
真
(
国
道
バ
イ
パ
ス
課

事
業
係
長
)
マ
都
市
施
設
係
長
(
補
佐
)

池
内
四
郎
(
土
木
第
一
係
長
)
マ
会
計

課
調
査
係
長
(
補
佐
)
古
畑
豊
(
福

祉
課
庶
務
係
長
)
マ
国
道
バ
イ
パ
ス
課

事
業
係
長
課
長
補
佐
指
定
大
井
戸

荘
平
(
都
市
施
設
係
長
)
マ
課
長
補
佐

指
定
花
岡
恒
人
(
登
記
係
長
)
、
塩
入

範
夫
(
同
和
対
策
係
長
)
、
山
崎
晴
康
(
耕

地
第
一
係
長
)、

山

越

昇

(

議

会
事
務

局
調
査
係
長
)
、
上
原
幸
二
(
第
一
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
)
、
春
原
安
喜

(
農
政
係
長
)
マ
収
税
係
長
南
波
文

夫
(
学
務
係
長
)
マ
福
祉
課
庶
務
係
長

兼
福
祉
事
務
所
庶
務
係
長
山
崎
慶
典

(
清
掃
事
務
所
庶
務
係
長
)
マ
と
き
わ

保
育
園
長
尾
崎
和
彦
(
報
恩
寮
業
務

係
長
)
マ
耕
地
課
庶
務
係
長
滝
沢
勝

重
(
庶
務
用
地
係
長
)
マ
交
通
企
画
係

長
久
保
田
寿
郎
(
交
通
安
全
係
長
)

マ
学
務
係
長
山
口
輝
子
(
会
計
課
調

査
係
長
)
マ
塩
団
地
区
有
線
放
送
所
長

水
井
孝
明
へ
構
造
改
善
謀
、
王
査
)
マ
請

掃
事
務
所
庶
務
係
長
兼
上
田
市
英
国
町

じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
事
務
局
庶
務
係

長
竹
内
秀
雄
(
社
会
課
主
査
)
マ
浦

里
保
育
園
長
赤
羽
普
碩
(
農
林
課
主

査
)
マ
母
子
寮
長
手
塚
憲
子
(
母
子

寮
長
心
得
)
マ
報
恩
寮
業
務
係
長
水

野
精
一
(
生
活
環
境
課
主
査
)
マ
交
通

安
全
係
長
田
鹿
征
男
(
同
和
対
策
課

主
査
)
マ
庶
務
用
地
係
長
石
田
洋
介

(
国
道
バ
イ
パ
ス
課
主
査
)
マ
社
会
教

育
係
長
内
藤
政
則
(
福
祉
課
主
査
)

マ
中
塩
田
事
業
所
長
心
得
角
田
マ
サ

エ

(
中
塩
田
事
業
所
主
査
)

〈
主
査
紐
v

マ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
主
査

野

村

昌

次
(
浦
里
保
育
園
長
)
マ
川
西
支
所
主

査
横
島
宏
(
業
務
課
主
査
)
マ
主

査
昇
格
三
井
一
俊
(
秘
書
課
)
、
関

陽
(
総
務
課
)
、
清
水
邦
雄
(
財
政
課
)
、

山
崎
御
代
(
市
民
課
)
、
黒
沢
吉
次
郎
(
国

保
年
金
課
)
、
永
井
淳
夫
(
保
健
予
防
課
)
、

中
島
伊
市
(
清
掃
事
務
所
)
、
土
屋
亮

(
社
会
課
)
、
中
村
宗
作
(
商
工
課
)
、
村

田
道
雄
(
観
光
課
)
、
中
沢
良
二
市
民
会

館
)
、
青
木
良
次

(
公
園
管
理
事
務
所
)
、

橋
詰
丈
夫
(
農
林
課
)
、
水
沢
宏
(
上

木
課
)
、
白
石
彰
(
工
事
事
務
所
)
、
上

原
健
一
(
下
水
道
課
)、
山
口
弘
明

(消

防
部
)
、
曲
尾
虎
治
(
消
防
部
)
、
塩
沢
収

平
(
消
防
部
)
北
沢
か
ず
の
(
塩
田
支

所
)
、
西
山
金
治
(
工
務
課
)
、
片
山
喜
美

男
(
工
務
課
)
、
久
保
田
効
(
工
務
課
)
、

遠
藤
稔
(
議
会
事
務
局
)
、
佐
緑
郎
夫

へ
μ比
4
X動
叫
有
月
期
臨

)
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今月は第2期分の納期月
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選挙の知識

ポスター・立札・看板などの

掲示制限

今動

申
込
先
・
:
サ
ー
ビ
ス
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(収
税
係
長
)
マ
城
南
解
放
会
館
長
兼

城
南
公
民
館
長
樋
口
稔
(
市
民
税

山
口
輝
子

(
会
計
課
調

査
係
長
)
マ
塩
田
地
区
有
線
放
送
所
長

永
井
孝
明
へ
構
造
改
善
課
主
査
)
マ
清

6月は、国民年金保険料の第 2期分(6・7月)の納期月で

す。お忘れなく期日までに納めてください。なお、1期分(4・

5月)が未納となっている人は、この際納めるよ うにしてくだ

さい。未納分がたまると、納めにくくなってしまいます。

口座振替をどうぞ 自分で金融機関に出かけて納めている皆

きん(協力会にはいっていない人)は、口座振替制度を利用

してください。その都度、 出かける手聞がはぶけますし、

確実です。金融機関の窓口に申込用紙がありますカら、今

期、納めに行ったときお話しください。次の期(3期=8・
9月分)から口座振替になります。

保険料の免除申請
いろいろな事情で生活が苦しく、保険料が納められない場

合があります。国民年金に当然加入していなければならない

人(強制加入者)で、このよつな状況の人は、遠慮なく国民年

金係にご相談ください。「保険料の免除制度」があ り、申請し

て認められれは¥保険料を納めることを免除してもらえます。

追納もできる この申請免除の制度は、免除を受けた後、 生

活に余裕ができたときに、 10年前までさかのぽって、当時

の保険料の額で保険料を納める(追納)ことができます。年

齢になって「年金」をもらうとき、追納していれば、年金額

は100%で計算されます。また追納できなくて、免除のまま

であっても、年金を受けるのに必要な期間として計算きれ、

年金の額も納めた人のf3分の 1Jは保障されます。
ほうっておくと大変 「生活が苦しいから」といって保険料を

未納のままにしてほう っておくと、年金を受けるのに必要

な年数をみるとき不足する場合も出てきますし、思わぬ事

故のときの保障もなくなって しまいます。保険料免除の相

談や申請について遠慮なくお出かけください。お待ちして

います。

い九九九九社会保険出張相談日~ゆ

( 6月〕
第1火曜日 1日
第3火曜日 15日

会場・・・松尾工業株式会社(川辺町)

第2火曜日 8日
第4火曜日 22日

会場・・・上回商工会議所(大手町)

0各会場とも午前9時~午後3時
0当日が祝日の場合は、中止になります。

食千幽川左岸地区

女千幽川右岸地区

市内随所で、よく写真1の

ような立札または看板を目に

することがあります。このよ

うな立札または看板は、候補

者など個人や後援団体が、政

治活動のために使用する事務

所において掲示することがで

きるものです。

掲示できる数は、選挙の種

類によってそれぞれ定められ

ていて、掲示する立札または

看板には、必ず所管の選挙管

理委員会が発行する証票を貼

らなければなりません。この

証票に示された有効期間内で

あれば、選挙の期間中もそれ

以外の時でも掲示しておくこ

とができます。

また、以前には、候補者な

ど個人や後援団体の事務所や

連絡所を表示するためのポス

ター及ぴステッカーとか、後

援団体の構成員であることを

表示するため、各家の入口や

門柱などに貼られた写真2の

ようなステ ッカーを見かけま

したが、これらのポスター及

びステ ッカーを表示すること

は、昭和56年の公選法の一部

改正により一切できないこと

になりました。このようなポ

スター及びステッカーがまだ

取り残されていれは、違反文書

図画に該当しますので、すみ

やかに撤去してください。

男
(
工
務
課
)、久
保

田

効

(
工
務
課
)
、

遠

藤

稔

(

議

会
事
務
局
)
、
佐
藤
邦
夫

へ
社
会
教
育
課
)

写真 2

不法電波をなくそう
毎月第3日曜日は家庭の日

電波法違反防止旬間6月1日-10日

無線機を使用するときは、無線局の免許を受けて

ください。業務用に自動車や事務所に無線機を置い

て、簡易な連絡を行う場合でも免許が必要です。

ハイパワー市民ラ ジオと呼ばれる強力で多くの電

波が発射できる無線機の使用は違法です。

6月のテーマは「勤労」です。

明るい太陽のもとで、家族そろって家の仕事に励

み、快い汗を流してみま しょう 。
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次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

、."，.. 田，

氏 名 {主 所 電話

箱山政子 芳田378 36-2769 

丸山千代子 常磐城4-12-13 22-7658 

荒木伝久 小県郡真商田町会談大字所長
(02687) 

(上回工 勤務) 2 -2268 

朝岡宣子 常田 2-29-6 27-1031 

佐
藤
タ
マ
さ
ん

(
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一
丁
目
)

石
田
章
子
さ
ん

平
塚
ち
り
さ
ん

細
田
万
三
さ
ん

松
本
さ
き
さ
ん

闘

い

せ

き

ん

仁
科
宗
助
さ
ん
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鷹
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上
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七七八七八二八
O 七三六二五六

前
島
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金
井
志
賀
き
ん

(
緑
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三
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目
)
域

木
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志
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の

さ

ん

浦

伊
勢
ま
さ
さ
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常
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二
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目
)
上
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沢
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貴
き
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二
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目
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尾
い
と
さ
ん
上
川
原
柳
町

柳

沢
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ん

倉

升

横

山

智
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き
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田

山

浦

孝

一

き
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上

田

原

宮
島
エ
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(
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目
)
新

江

尻

素

女
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ん

院
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川
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目
)
城

石

井

満

寿
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沢野北内田過北
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院本
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久
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林

大
白
木

馬
場
町

諏
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柳下
戸... 

吊
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大
手
町
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郷
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国
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之
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下
室
賀
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島
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四
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と
江
さ
ん

平
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世
さ
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入
き
み
江
さ
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田
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和
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(
踏
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二
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目
)

堀
内
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い
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岩
崎
和
儀
さ
ん

小
泉
志
計
き
ん
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坂
井
哲
也
さ
ん

橋
本
と
め
さ
ん

丸
山
喜
一
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さ
ん

(
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央
四
丁
目
)
上
紺
屋
町

水
沢
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と
め
さ
ん
下
本
郷

市
川
里
ん
さ
ん
上
川
原
柳
町

青
柳
あ
や
子
さ
ん

(
中
央
二
丁
目
)

内
山
幸
男
さ
ん

山

田

岩

門
下
之
郷

四
九
六一一
八
一

踏

入

下
小
島

新

田

秋

和

中
之
条

矢

沢

六八
四二

七五六
五八

。
八
一

御横

七八
O 二

六一一
七
八

町

八
七

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
域
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

所町

六一一
九
三
七
二

立
木
武
雄
さ
ん

笹
沢
フ
キ
子
さ
ん

金
井
常
一
き
ん

唐
沢
み
の
さ
ん

(
常
磐
城
六
丁
目
)
常
磐
町

滝
沢
和
美
き
ん

(
中
央
二
寸
目
)
横
町

柳
原
芳
平
さ
ん

(
中
央
六
丁
目
)
鍛
冶
町

溝

口

善

勝

き

ん

院

内

滝

沢

や

す

子

さ

ん

院

内

秋

山

秀

高

き

ん

下

室

賀

小
林
ゆ
き
子
さ
ん

(
天
神
四
丁
目
)
南
天
神
町

浜
村
高
治
さ
ん

(
常
磐
城
三
丁
目
)
諏
訪
部

宮
沢
、え

っ

さ

ん

下

室

賀
上
塩
尻

三
好
町

大
久
保

五一六七八五
九四 O 二六四

七八六
五七九

七六
八 O

一
、
自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

で

か

ら

化

を

き

た

え

、

教

聾

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
じ
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

七七七
四二 O

八。四九八五七六
八八五一

七
i¥. 

七
三
八
六


	昭57年01月01日0854号01
	昭57年01月01日0854号02
	昭57年01月01日0854号03
	昭57年01月01日0854号04
	昭57年01月01日0854号05
	昭57年01月01日0854号06
	昭57年01月01日0854号07
	昭57年01月01日0854号08
	昭57年01月16日0855号01
	昭57年01月16日0855号02
	昭57年01月16日0855号03
	昭57年01月16日0855号04
	昭57年01月16日0855号05
	昭57年01月16日0855号06
	昭57年01月16日0855号07
	昭57年01月16日0855号08
	昭57年02月01日0856号01
	昭57年02月01日0856号02
	昭57年02月01日0856号03
	昭57年02月01日0856号04
	昭57年02月01日0856号05
	昭57年02月01日0856号06
	昭57年02月01日0856号07
	昭57年02月01日0856号08
	昭57年02月16日0857号01
	昭57年02月16日0857号02
	昭57年02月16日0857号03
	昭57年02月16日0857号04
	昭57年02月16日0857号05
	昭57年02月16日0857号06
	昭57年02月16日0857号07
	昭57年02月16日0857号08
	昭57年02月16日0857号09
	昭57年02月16日0857号10
	昭57年02月16日0857号11
	昭57年02月16日0857号12
	昭57年03月01日0858号01
	昭57年03月01日0858号02
	昭57年03月01日0858号03
	昭57年03月01日0858号04
	昭57年03月01日0858号05
	昭57年03月01日0858号06
	昭57年03月01日0858号07
	昭57年03月01日0858号08
	昭57年03月01日0858号09
	昭57年03月01日0858号10
	昭57年03月01日0858号11
	昭57年03月01日0858号12
	昭57年03月16日0859号01
	昭57年03月16日0859号02
	昭57年03月16日0859号03
	昭57年03月16日0859号04
	昭57年03月16日0859号05
	昭57年03月16日0859号06
	昭57年03月16日0859号07
	昭57年03月16日0859号08
	昭57年03月16日0859号09
	昭57年03月16日0859号10
	昭57年03月16日0859号11
	昭57年03月16日0859号12
	昭57年04月01日0860号01
	昭57年04月01日0860号02
	昭57年04月01日0860号03
	昭57年04月01日0860号04
	昭57年04月01日0860号05
	昭57年04月01日0860号06
	昭57年04月01日0860号07
	昭57年04月01日0860号08
	昭57年04月01日0860号09
	昭57年04月01日0860号10
	昭57年04月01日0860号11
	昭57年04月01日0860号12
	昭57年04月01日0860号13
	昭57年04月01日0860号14
	昭57年04月16日0861号01
	昭57年04月16日0861号02
	昭57年04月16日0861号03
	昭57年04月16日0861号04
	昭57年04月16日0861号05
	昭57年04月16日0861号06
	昭57年04月16日0861号07
	昭57年04月16日0861号08
	昭57年04月16日0861号09
	昭57年04月16日0861号10
	昭57年04月16日0861号11
	昭57年04月16日0861号12
	昭57年04月16日0861号13
	昭57年04月16日0861号14
	昭57年04月16日0861号15
	昭57年04月16日0861号16
	昭57年05月01日0862号01
	昭57年05月01日0862号02
	昭57年05月01日0862号03
	昭57年05月01日0862号04
	昭57年05月01日0862号05
	昭57年05月01日0862号06
	昭57年05月01日0862号07
	昭57年05月01日0862号08
	昭57年05月01日0862号09
	昭57年05月01日0862号10
	昭57年05月01日0862号11
	昭57年05月01日0862号12
	昭57年05月01日0862号13
	昭57年05月01日0862号14
	昭57年05月16日0863号01
	昭57年05月16日0863号02
	昭57年05月16日0863号03
	昭57年05月16日0863号04
	昭57年05月16日0863号05
	昭57年05月16日0863号06
	昭57年05月16日0863号07
	昭57年05月16日0863号08
	昭57年05月16日0863号09
	昭57年05月16日0863号10
	昭57年05月16日0863号11
	昭57年05月16日0863号12
	昭57年06月01日0864号01
	昭57年06月01日0864号02
	昭57年06月01日0864号03
	昭57年06月01日0864号04
	昭57年06月01日0864号05
	昭57年06月01日0864号06
	昭57年06月01日0864号07
	昭57年06月01日0864号08
	昭57年06月01日0864号09
	昭57年06月01日0864号10
	昭57年06月01日0864号11
	昭57年06月01日0864号12
	昭57年06月16日0865号01
	昭57年06月16日0865号02
	昭57年06月16日0865号03
	昭57年06月16日0865号04
	昭57年06月16日0865号05
	昭57年06月16日0865号06
	昭57年06月16日0865号07
	昭57年06月16日0865号08
	昭57年06月16日0865号09
	昭57年06月16日0865号10
	昭57年06月16日0865号11
	昭57年06月16日0865号12
	昭57年06月16日0865号13
	昭57年06月16日0865号14
	昭57年07月01日0866号01
	昭57年07月01日0866号02
	昭57年07月01日0866号03
	昭57年07月01日0866号04
	昭57年07月01日0866号05
	昭57年07月01日0866号06
	昭57年07月01日0866号07
	昭57年07月01日0866号08
	昭57年07月01日0866号09
	昭57年07月01日0866号10
	昭57年07月01日0866号11
	昭57年07月01日0866号12
	昭57年07月01日0866号13
	昭57年07月01日0866号14
	昭57年07月16日0867号01
	昭57年07月16日0867号02
	昭57年07月16日0867号03
	昭57年07月16日0867号04
	昭57年07月16日0867号05
	昭57年07月16日0867号06
	昭57年07月16日0867号07
	昭57年07月16日0867号08
	昭57年07月16日0867号09
	昭57年07月16日0867号10
	昭57年07月16日0867号11
	昭57年07月16日0867号12
	昭57年07月16日0867号13
	昭57年07月16日0867号14
	昭57年07月16日0867号15
	昭57年07月16日0867号16
	昭57年08月01日0868号01
	昭57年08月01日0868号02
	昭57年08月01日0868号03
	昭57年08月01日0868号04
	昭57年08月01日0868号05
	昭57年08月01日0868号06
	昭57年08月01日0868号07
	昭57年08月01日0868号08
	昭57年08月01日0868号09
	昭57年08月01日0868号10
	昭57年08月16日0869号01
	昭57年08月16日0869号02
	昭57年08月16日0869号03
	昭57年08月16日0869号04
	昭57年08月16日0869号05
	昭57年08月16日0869号06
	昭57年08月16日0869号07
	昭57年08月16日0869号08
	昭57年08月16日0869号09
	昭57年08月16日0869号10
	昭57年09月01日0870号01
	昭57年09月01日0870号02
	昭57年09月01日0870号03
	昭57年09月01日0870号04
	昭57年09月01日0870号05
	昭57年09月01日0870号06
	昭57年09月01日0870号07
	昭57年09月01日0870号08
	昭57年09月01日0870号09
	昭57年09月01日0870号10
	昭57年09月01日0870号11
	昭57年09月01日0870号12
	昭57年09月01日0870号13
	昭57年09月01日0870号14
	昭57年09月16日0871号01
	昭57年09月16日0871号02
	昭57年09月16日0871号03
	昭57年09月16日0871号04
	昭57年09月16日0871号05
	昭57年09月16日0871号06
	昭57年09月16日0871号07
	昭57年09月16日0871号08
	昭57年09月16日0871号09
	昭57年09月16日0871号10
	昭57年10月01日0872号01
	昭57年10月01日0872号02
	昭57年10月01日0872号03
	昭57年10月01日0872号04
	昭57年10月01日0872号05
	昭57年10月01日0872号06
	昭57年10月01日0872号07
	昭57年10月01日0872号08
	昭57年10月01日0872号09
	昭57年10月01日0872号10
	昭57年10月01日0872号11
	昭57年10月01日0872号12
	昭57年10月16日0873号01
	昭57年10月16日0873号02
	昭57年10月16日0873号03
	昭57年10月16日0873号04
	昭57年10月16日0873号05
	昭57年10月16日0873号06
	昭57年10月16日0873号07
	昭57年10月16日0873号08
	昭57年10月16日0873号09
	昭57年10月16日0873号10
	昭57年11月01日0874号01
	昭57年11月01日0874号02
	昭57年11月01日0874号03
	昭57年11月01日0874号04
	昭57年11月01日0874号05
	昭57年11月01日0874号06
	昭57年11月01日0874号07
	昭57年11月01日0874号08
	昭57年11月16日0875号01
	昭57年11月16日0875号02
	昭57年11月16日0875号03
	昭57年11月16日0875号04
	昭57年11月16日0875号05
	昭57年11月16日0875号06
	昭57年11月16日0875号07
	昭57年11月16日0875号08
	昭57年11月16日0875号09
	昭57年11月16日0875号10
	昭57年11月16日0875号11
	昭57年11月16日0875号12
	昭57年12月01日0876号01
	昭57年12月01日0876号02
	昭57年12月01日0876号03
	昭57年12月01日0876号04
	昭57年12月01日0876号05
	昭57年12月01日0876号06
	昭57年12月01日0876号07
	昭57年12月01日0876号08
	昭57年12月01日0876号09
	昭57年12月01日0876号10
	昭57年12月01日0876号11
	昭57年12月01日0876号12
	昭57年12月01日0876号13
	昭57年12月01日0876号14
	昭57年12月01日0876号15
	昭57年12月01日0876号16
	昭57年12月16日0877号01
	昭57年12月16日0877号02
	昭57年12月16日0877号03
	昭57年12月16日0877号04
	昭57年12月16日0877号05
	昭57年12月16日0877号06
	昭57年12月16日0877号07
	昭57年12月16日0877号08
	昭57年12月16日0877号09
	昭57年12月16日0877号10
	昭57年12月16日0877号11
	昭57年12月16日0877号12
	昭57年12月16日0877号13
	昭57年12月16日0877号14
	昭57年12月16日0877号15
	昭57年12月16日0877号16

